








学位記番号 文博第 389 号
学位授与年月日 平成23年 9 月 8 日











































本論は、二部構成をとり、第 I 部「南朝宋斉政権の権力構造J (第一章・第二章)では、上述の観点
から、とくに劉宋時代の権力構造の問題について改めて検討した。
第一章「劉宋前期における政治体制と皇帝家の姻族・婚姻関係」では、劉宋前期(初代武帝〔在位:









































































































































結論では、以上の各章の梗概を再度述べたうえで、第 I 部、第 E部の検討で得られた諸成果が、南朝
史にあってどのような意味をもつのか、このことについて触れ、総括とした。
まず第 I 部について述べれば、従来、「貴族制」研究の盛んな折には、皇帝対貴族(名族)という図
式のもと、南朝では、名族層は、皇帝家と対立する存在として見なされることが多かったように思われ
るが、第一章の検討結果からは、劉j宋前期には皇帝側が、姻族の有能な士族を任用するとともに、信任
する士族とは、積極的に婚姻関係を結んで、結合関係を強化するという、皇帝側の主体的な意志によって、
政権に士族層を取り込んでいた様子を認め得た。このことは、これまでの皇帝対貴族という対立的見方
に修正を迫る事実と言えるように思われる。
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それに加え、任用される士族が、多く姻族の者で、関係の薄い者には、新たに婚姻関係を取り結ぶと
いう傾向が看取されたが、この問題については、かつてのように皇帝側が対立する士族層を懐柔し取り
込む姿勢とのみ見るのではなく、有能な者を選んで、婚を通じている点からも、当該時期政権の構造的な
問題から考えるのが良いように思われる。すなわち、文帝前半期、中央政界を占めた士族層は、文帝即
位以前の荊州刺史時代の旧幕佐であったが、当時、元府佐と故主との聞には、門生故吏関係という特別
な私的情誼関係が生じた。文帝は、その前半期、主としてこの門生故吏関係を有する元幕佐の士族や寒
門寒人を選んで任用し、政権基盤を安定化させようとしていたのである。そして、彰城王義康事件をへ
て、皇族の敵対物性を痛感すると、その文帝後半期の中央政治には、皇族の江夏王義恭を名目的な位置
に据え、一応は皇族親委の体制を標携しはするが、実際の政治は信任する名族層に委ねるのである。そ
して、彼らとの聞には、門生故吏に代わる私的な関係、つまり婚姻という関係を介し、その結合関係を
基に己の権力基盤を強化し、安定化させようとしたと解せるのである。
ここからは、当該時期政権の構造的特質として、当時の政権基盤が、私的な結合関係により、その強化・
安定化を図らなければならないほど不安定なもので、あったことを、改めて指摘できるように思われる。
そして第二章では、孝武帝が、中央軍を中心とする国軍体制へ再編し、その中央軍の主要な武官には、
主として自身の旧幕佐「代党」を配置し把握することで、己の基盤の強化・安定化を意図していたこと
を確認した。従来、孝武帝政権が「代党」政権であったことは指摘されていたが、ここでは、新たにそ
の政権の権力基盤として、中央軍をその中心に据える国軍体制の再編のあったことを論証し、そしてそ
の中央軍を支える主要な武官の人事にも、「代党」を中心とした人物の選任のあったことを指摘し得た
のである。
この孝武帝の国軍体制の再編・整備は、一見、帝の権力を盤石ならしめたかのような印象を与えるが、
その内実は、政界のみならず中央軍把握の面においてまで、旧幕佐という私的な関係を紐帯として強
化・安定化が図られている点で、当該孝武帝政権が、武帝・文帝のそれと同質の不安定な構造的特質を
備えもっていたことを強く示唆しているのである。
そして、このようなつねに不安定な権力の構造は、劉宋時期のみの特質ではなく、それを受けた南斉
王朝も同様であったと推知される。
次に、第 I 部で得られた諸成果を踏まえ、さらに第E部の考察についても補説すれば、この第E部を
貫く問題意識には、劉宋以降、国軍の中心に据えられた中央軍の主たる兵源は、いったい何処にあった
のかというそれがあった訳だが、晋宋革命期、名族層が皇室司馬氏を推戴しつつ軍事権を分有し、権力
の均衡を保つという東晋の政治体制は、軍事権を皇族に委ね、皇権の強化を志向する南朝のそれへ大き
く変更されることになる。そして第四章で指摘した如く、この政治体制の変更にともない、国軍体制も、
各要鎮に軍隊が駐屯し、中央を輔翼する東晋的体制から、州、|鎮を抑制しつつ、それに比して強大な軍隊
を中央に編制し、その中央軍を中心とした国軍体制へ改編されることになる。それは、第二章で見たよ
うに、孝武帝によって再度編成し直され、以後受け継がれていくことになるのである。
東晋末の南朝的国軍体制への改編過程の一端については、第五章で考究した如くではあるが、第三
章・第四章での検討で推定されたように、当該体制の改編により、東晋時代、北府督将の軍事基盤とし
て中央の政局を左右する軍事的重要位置にあった晋陵郡域上僑居の流民は、劉宋以降、国軍の中心と
なった中央軍の主要な兵源のひとつとして中央に連接していくことになるのである。もちろん、その
時々の政権により彼ら僑民に対する依存度は異なったと推測されるが、彼ら僑民は、劉宋、南斉、梁、
三王室の広義の意味での同郷の人々であり、劉宋以降の中央軍の主要な兵源となって、王朝を支える本
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源的な基盤として、変わらず軍事的な重要位置にあったと想定されるのである(南朝最後の王朝・陳の
王室が、出自を元僑民であると主張せねばならなかった所以でもある)。
であればこそ、南斉の初代皇帝粛道成がそうであったように、南朝宋斉時期、皇帝以外の者が、この
国軍の中心たる中央軍、ひいては、その主要な兵源の晋陵郡域上の僑民(南徐州下民丁)の掌握に成功
した場合、中央の実権を握ることが可能となり、さらに甚だしき場合は、王朝交替を成し遂げることに
もなったと考えられるのである。
以上が、南朝宋斉政権の権力構造とその権力基盤の問題について、本論で得られたささやかな成果で
ある。残された課題も少なくないが、従来、「貴族制」研究の盛んな折には見落とされてきた南朝宋斉
時代史の実相について、いくらかの新たな知見をもたらすことができたと思われる。
今後、中国南朝史の研究は、これまでの「貴族制」の研究を見直し、かつて「貴族制J 研究のために
顧みられることのなかった現在なお不分明な問題をひとつひとつ解き明かしていく方向で進められなけ
ればならない。そしてそのうえで、それらを総体として理解し、中国通史における南朝史像、ひいては
貌晋南北朝史像を再構成していかなくてはならないと思われる。
論文審査結果の要旨
本論文は、南朝前期、宋斉王朝政権の権力構造と軍事的基盤について、分析を行ったものである。
第一章「劉宋前期における政治体制と皇帝家の姻族・婚姻関係J では、劉宋前期の権力構造を解明す
る手がかりとして、皇帝家の婚姻関係に着目して、皇帝家と姻戚関係にある貴族や寒門士族を重用して
いた事実をはじめて明らかにし、皇帝対貴族の視点から皇親の重用のみを重視してきた通説的理解を修
正し、皇族・貴族・寒門を包括した、当時の全体的政治構造を浮かび上がらせることに成功している。
第二章「劉宋孝武帝の対州鎮政策と中央軍改革」では、孝武帝(在位453~464年)が地方の州鎮を抑
制しつつ、中央軍を補強整備していく過程を、史料の精査によって、はじめて具体的に解明した。中央
軍の強化による国軍体制の整備こそが南朝宋斉政権の最重要課題であった、という視点は、第三章以降
で、華北から南下して晋陵郡域に集住していた流民、所謂「無実土僑郡県民」を中央軍の人的基盤とと
らえた実証的作業により、一層具体的に明らかにされる。
第三章「劉宋以降の北府兵の軍事的位置についての再検討」では、東晋時代には、北府の州鎮長官に
よって選任され、北府で在職していた晋陵郡域上の無実土僑郡の太守は、劉宋初期には、中央による選
任に変更され、さらに、元嘉八年 (431年)、晋陵郡域に南徐州設置以降は、中央軍武官等を兼任しつつ、
首都建康で在職する傾向がみられるようになり、その後、孝武帝時代にこの傾向が確定することをはじ
めて明らかにし、これを北府軍団の中央軍化と位置づけた。
第四章「南朝宋斉時期の国軍体制と僑州南徐什U では、南斉の建武二年 (495年)に発布された詔令
を手がかりとして、「無実土僑郡県民」が、 5 世紀末においても依然として国軍兵士の重要な供給基盤
であったことを明らかにするとともに、「無実土僑郡県民」に大きく依存する体制が次第に困難となっ
てきたことも指摘する。
第五章「東晋南朝の「軍郡」一一-義昭土断と劉裕の対州鎮政策一一一」では、正史に散見する「軍郡」
なる用語に着目して、「無実土僑郡県民」が国軍兵士の供給基盤として認識されていたことを明らかに
した。
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本論文は、南朝前期、宋斉王朝政権の権力構造を、皇族のみならず、皇室と婚姻関係を結んだ貴族・
寒門をも包括した視点からとらえ得ることをはじめて提起するとともに、その政権は州鎮を抑制して強
化した中央軍に支えられていたこと、そしてその中央軍の兵士の主たる供給源が「無実土僑郡県民」に
あったことをはじめて論じた点に大きな意義がある。その成果は、斯学の発展に寄与するところ大であ
り、本論文提出者は、博士(文学)の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。
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